
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

日時・場所 2022 年 1１月２日（水）20:00～20:40 （Zoom 会議）   （記録：佐々木） 

出席者 坂井、小形、安達、宮本、香川、滝、中本、佐々木 計８名 

１．報告事項 

(1) 10/15 県連ステップアップ講座「登山アプリ活用」（担当：皿家、県連ニュース 10 月号 P.7 参照） 

(2) 10/22～23 中地協ハイキング交流集会「三瓶山」（担当：皿家、詳細は県連ニュース 11 月号参照） 

(3) 10/23 初心者クライミング講習会②（担当：安達、詳細は県連ニュース 11 月号参照） 

2．議題 

(1) 11/8 山行部会（Zoom）、救助隊役員会も兼ねる 

＊11 月の山行部関連行事の検討・具体化 

(2) 11/12 気象ステップアップ講座「冬山」 

（担当：吉田、県連ニュース 10 月号 p.7 参照、11/8

締切り） 

＊11/1 現在の申込み状況 令峰 5 名 

(3) 11/19 県連安全登山講座「ハイキングレスキュー」 

（担当：小形、県連ニュース 10 月号 p.6 参照、11/12

締切り） 

＊ツエルトの張り方の講習を追加 

(4) 11/23 県連交流ハイク「武田山歴史ハイキング」 

（担当：坂井、県連ニュース 9 月号 P.8 参照、11/13 締切り） 

(5) 11/26 県連救助隊総会、交流会（担当：安達、県連ニュース 10 月号 p.3 参照、11/20 締切り） 

＊7/1 現在の隊員数： 佐伯 15、広島 4、呉 4，やまぼうし 1、桃源郷 2、安佐岳友 1、令峰 7  計 34 

＊佐伯は 4 名が志願予定 

(6) 11/27 県連救助隊レスキュー訓練（担当：安達、県連ニュース 10 月号 p.4、11/20 締切り） 

(7) 12/10～11 中地協救助隊交流集会「大山とやま旅館」（担当：安達、県連ニュース 10 月号 p.4 参

照、11/27 締切り） 

＊佐伯から 5 名程度参加予定 

(8) 12/15 県連役員候補受付開始 

＊来期から 2 年間、やまぼうしから理事長を 
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３．当面のスケジュール 

・11/2（水） 三役等会議④ 

・11/8（火） 山行部会④ 20：00～ Zoom 

・11/12（土）県連ステップアップ講座③「冬山気象」 

・11/12～13（土～日） 全国自然保護集会「世界と日本の再生可能エネルギーの最新動向と今後の課題」 

                          （全国連盟事務所、Zoom 参加可能） 

・11/18（金）組織部会④ 

・11/19（土）県連安全登山講座「ハイキングレスキュー」 

・11/19～20（土～日） 労山登山学校交流会（京都市大原温泉、金比羅山） 

・11/21（月）初級登山学校関係者会議（二葉公民館、18：00～） 

・11/23（水）県連交流ハイク「武田山歴史ハイキング」 

・11/26（土）県連救助隊総会、交流会 

・11/27（日）県連救助隊レスキュー訓練 

・12/3 （土）理事会⑤ 

・12/10～11（土～日） 中地協救助隊交流集会 

・12/15（木）県連役員候補受付開始 

・1/11 （水）三役等会議⑤ 20：00～ Zoom 

・1/14 （土）山筋ゴーゴーサポーター養成講座（東区民文化センター 和室） 

・1/15 （木）県連役員立候補受付締切 

４．その他 

(1) 労山カレンダー（担当：香川、県連ニュース 10 月号 p.3） 

(2) フリー登山バス収支決算（担当：吉田） 

・収支報告 

収入 926,750  

支出 バス代 686,131 その他 8,540 実行委員参加費 22,000 返金 82,000  

事業収入 128,079 

・参加費一部返金（2,000 円/名）については、随時振込みを実施中。 

 

2022 年度第４回山行部会報告 

11 月 8 日に今年度第４回目の山行部会が Zoom 会議形式で開かれました。 

１．参加者 宮本．安達．吉田．住田                           （記録：住田） 

２．報告確認事項 

①10/1~2 全国ハイキング交流集会「山口県セミナ－ハウス」※県連ニュ－ス（10 月号）を参照下さい。 

②10/15 県連ステップアップ講座（スマホアプリ活用）※県連ニュ－ス（10 月号）を参照下さい。 

③10/22~23 中地協ハイキング交流会（三瓶山）※県連ニュース（11 月号）の報告記事参照。 

④事故報告等 天応烏帽子岩山に於いて、他連盟山岳会による滑落事故が連続発生。山岳事故が増加傾

向にあるので注意喚起を要する。 

3. 議 題 

①11/12 気象ステップアップ講座②「冬山」（牛田公民館、吉田） 

＊参加申込み状況(11/8 時点)14 名（HRC5 名、呉 5 名、ヤマボウシ２名、佐伯２名） 

②11/19 県連安全登山講座（ハイキングレスキュ－）ナチュラルライフセンタ－（小形） 

＊ツエルトの張り方講習追加（安達）（ツェルトを所持している人は持参下さい） 
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③11/23 県連交流ハイク（武田山歴史ハイク）県連組織部 久保田 

④11/26 県連救助隊総会・交流会（安達、楽々園公民館） 

※県連ニュース 10 月号に掲載、隊員が佐伯 4 名増加し、38 名 

※事前に救助隊役員会を Zoom 開催の予定。 

※参加者を 11/20（日）までに各会で取りまとめて安達隊長へ申し込む。交通費支給。 

⑤11/27 県連救助隊レスキュ－訓練 

＊佐伯の定例岩トレ（クライミングセルフレスキュー訓練）とコラボ、交通費支給。 

⑥12/10~11 中地協救助隊交流集会（大山とやま旅館） 

＊参加予定者…小形・安達・岸本・後藤・（土屋）   現時点、佐伯山の会のみ参加予定 

4．その他 

①2 月末の交流登山は大山で幕営 or 小屋泊で考える。 

②第 5 回の県連山行部会は 1/17（火）に Zoom で開催予定 

 

 

2023 年度県連役員立候補の受付 
 

役員選出に関する規定にもとづき、2023 年度県連役員の立候補を以下の要領で受け付けます。 

＜役職と定数＞ ①会長 1 名 ②副会長 若干名 ③理事長 1 名 ④副理事長 数名  

⑤理事 必要定数 ⑥監事 2 名 

＜受付開始日＞  2022 年 12 月 15 日（日） 

＜受付締切日＞  2023 年 1 月 15 日（日） 

＜申 込 先＞  理事長 安達忠雄  TEL 090-5376-7050 または、 

Email t1t07mf1@ene.megaegg.ne.jp 

 

 

 

2022 年度県連ステップアップ講座「冬山気象」報告 
 

11 月 12 日（土）、牛田公民館において、13 時から 16 時の 3 時間、香川佳久講師（桃源郷クラブ）に

よる「冬山気象」の講座が開かれました。 

今回は、ＨＲＣ５名、呉労山４名、やまぼうし２名、佐伯山の会４名の計１５名の参加でした。(2021

年 12 名) 

講義では、日本を取り巻く気象環境の説明とその環境下でどのように天気に影響するか？を理解して

いただくにあたり、高気圧と低気圧の仕組み、西高東低の気圧配置、冬型気圧配置と天気変化、シベリ

ア気団優勢な冬型の気圧配置、南岸低気圧接近から冬型への移行、爆弾低気圧、二つ玉低気圧 等、冬

山の天気に関係する項目の解説。また、難解な高層天気図の見方をわかりやすく解説頂きました。 

その後、観天望気では、雲の種類と天気の関係を天気図、気圧配置図、高層天気図を織り交ぜて、雲

の動き、天気の変化などを見比べながらのリアリティある講義。 

さらに、過去の遭難事例とその時の天気図の紹介があり、具体的でひじょうに興味を引くものでした。 

最後に、「ＨＢＣ専門天気」サイトの紹介等、盛りだくさんの講義内容でした。 

（記、会場担当：吉田昌利） 

（会員に限る）
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2022 全国ハイキング交流集会のまとめ(その２) 

（報告；安達忠雄） 

 第 23 回全国ハイキング交流集会が 10 月 1～2 日（土～日）に山口県セミナーパークで開催され、

広島県連から 8 名が参加しました。県連ニュース 10 月号で基調報告、記念講演「IT 時代の山岳遭難

～スマホを活用した安全登山～」、及び第 1 分科会「会・クラブ運営と会員拡大」の報告を掲載しま

した。今回は第 2 分科会の報告です。 

第 2 分科会「山行活動」 

＊コロナ禍での山行 

・バスが制限を受けた 

・例会山行の中止 

・有志山行・個人山行の実施 

・退会者が増えた、若い人が山に行けないので

止めていく 

・平日ハイクに参加 

・バスの人員を減らしている、集まらないので

中止が多くなっている、平均年令 70 才、個

人で行く人が多い 

・県連から全ての例会山行中止の要請、座学はほとんどが Zoom、30～40 名⇒5～6 名の班に分けて行動、

山ではソロテント持参、事故が起きている（体力低下？） 

・県外山行がほとんど中止、県内中心で別ルートや隠れた山域で登山口集合、マイクロバスの人数を半分、

体力低下は高齢者ほど激しい 

・自家用車で現地集合（駐車場の問題）、テント泊では 2～3 人用の小さいテントを会で数張購入（会のテ

ントは重くて設営も大変） 

・個人の車で山行、県外に行けないので県内の山をよく知れた（半分以上が個人山行） 

＊高齢化 

・ケガをするとあきらめの気持ちが出る、年を取ると若い人について行けない（悲しさ） 

・トレーニング（階段）＋山行＋食事でガンバリたい 

・高度を下げて珍しい山へ、各山行の参加人数が増える 

・体力年令を遅らせるのがポイント、女性委員会 11/20 開催予定、山筋ゴーゴー体操が女性から全体へ、

学習会年 4回・昨年 1回・今年は 2 回したい 

・創立 50 周年 役員が代わるようにした、2～3 年で理事・講師が変わる、体力測定・トレーナーを呼ん

で指導を受ける（60 才以上）、六甲登山で体力測定（タイム） 

・リーダーの年令制限を外した、新入会員は 3 年間できない 

・平日ハイク月 2 回、ほとんど道がないヤブ山、下りで転んでケガ・ロープで対応 

・サロンでかつての山仲間が交流 

・テーマウォーク月 2回・中型バス 1 台、30 名前後 

・SABC ランク制採用、若い人 6 名を中心に山行を立てる 

・ウォーキングの取入れ、観光的要素を含める、ナイトハイク 

・気持ちが萎えるのがダメ、意欲が大事、年ではない 

※第 3 分科会は次号で報告予定です。 

（会員に限る）
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中国地方協議会「ハイキング交流集会㏌三瓶」報告 

日時 2022 年 10 月 22 日（土）～23 日（日） 

会場：国立三瓶青少年交流の家 

参加者：岡山県 4 団体 9 名, 山口県 2 団体 11 名,  

島根県 3 団体 35 名, 広島県 1 団体 5 名, 合計 60 名 

22 日（土）13 時から三瓶小豆原理埋没林公園を自由参加

で見学した。約 4 千年前の噴出物によって北麓の森林が立っ

たまま埋もれ、ほぼ縄文時代当時の姿のままで保存されてい

る施設であった。巨木の大きさに迫力を感じ、保存状態の良さ

に驚いた。 

15 時からは「三瓶山の成り立ちと自然」と題して、県立三瓶

自然観研究員の今井悟氏による公演が行われた。 

19 時からは懇親会では、2 班に分かれて、各会の紹介、新型コロナウィルス蔓延化での会の山行取り組み等、

質疑応答が行われた。内容としては、各会の定例山行数回数、ホームページの件、マイクロバスの料金、新人会委

員をいかにして増やすかなど、各会いろいろ工夫されて実施されているように思った。 

23 日（日）は 3 コース 5 班に分かれて、三瓶山を縦走、やまぼうし 5 名は男三瓶山から女三瓶山を縦走、紅

葉と好天が重なって多くの登山者とすれ違った。 

主催するにあたっては、島根県連の方には大変お世話になりました。  記 皿家琢司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

10 月 23 日（日）、天応烏帽子岩山において 2 回目

の初心者クライミング講習会が開催されました。参

加者は、やまぼうし 1 名、令峰クラブ 1 名、第 4 回登

山学校受講者 2 名、講師 2 名の計 6 名でした。ま

た、令峰クラブから2名の見守り参加がありました。 

JR 呉線天応駅に 8 時 50 分に集合、午前中はナ

メラ岩で初心者向けの初歩的なクライミング（ハー

ネスの付け方、ロープの結び方、三点支持、手足のホ

ールドの種類、トップロープによる登下降など）を行

い、昼食を済ませて、銀座尾根岩稜から烏帽子岩を

経由して頂上へ、小休止の後、北方の 391ｍのピーク「上山」を経由して全員無事下山しました。基本的な歩き方

の講習、展望の良い岩稜歩きやスリルあるクライミングが好評でした。 

なお、この講習会に参加された第 4 回登山学校受講生 1 名がひろしま令峰クラブに入会されました。 

（報告；安達） 

初心者ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ講習会②報告 

登山コース 

（会員に限る）
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(注)太字は全国連盟・中地協・県連関係行事を示す。

日 曜 日 曜

5 土 3 土

8 火

12-13 土-日

13 日

15 火 15 木

18 金

18 日

19-21 土-月 22 木

25 日

27 火

22 火 未定

23 水 未定

24 木

26 土

名前

電話

E-mail

名前

電話

E-mail

県連ニュース2022年11月号（発行日2022年11月15日）

発行；広島県勤労者山岳連盟　　編集責任者；滝史郎

〒735-0006  安芸郡府中町本町1-10-55-201　E-mail：info@hpwaf.main.jp

大山[泊り](桃)

似島(広) 呉娑々宇山(や) 折敷畑(佐H)  安神山-
鷲ヶ頭山(呉)  岩トレ33(佐V) 初級岩トレ⑰(令)

4 日

10-11

岩トレ34(佐V)  天狗城山-天狗岩(や)
広島南アルプス[宗箇山-鈴ケ峰](令)
白滝山-黒滝山[忘年登山](呉)

11 日

土-日

宗箇山-大茶臼山-旭山神社[忘年山行](佐H)
岩トレ35(佐V)

17 土

11月

内容内容

12月

理事会⑤三役・事務部合同会議④

各
会
山
行
担
当
者
等
連
絡
先 splitcane@snow.megaegg.ne.jp

t1t07mf1@ene.megaegg.ne.jp

桃源郷クラブ 令峰クラブ

h-sashsekkei@do6.enjoy.ne.jp

呉勤労者山の会

saratakuab@yahoo.co.jp

県北山の会

皿家 琢司

090-1320-8609

奥田 米男

sumita@sky.megaegg.ne.jp

090-7503-3372 082-921-2045

佐伯山の会
(バリエーション)

佐伯山の会
(ハイキング・教育)

舞田　健

香川  佳久 住田 雅昭

takashi.maitaken@gmail.com

安達 忠雄

090-5376-7050

広島県連 安達 忠雄 090-5376-7050

団体

団体

090-4655-6680

m12ony8f7b@hi2.enjoy.ne.jpqqk355f39@muse.ocn.ne.jp

090-4107-8622

広島労山

090-6411-3497

山本 和夫

宮本 隆志

やまぼうし

0829-39-0226

t1t07mf1@ene.megaegg.ne.jp

中地協救助隊交流集会[大山とやま旅館]

鉾取山(や) 岩トレ32(佐V)

初心者岩登り講習会②「天応」 大峰山[大峰-西大峰](桃)

県連ｸﾗｲﾐﾝｸﾞﾚｽｷｭｰ訓練「窓が山」

県連交流ハイク「武田山歴史ハイキング」

初級岩トレ⑯(令)

組織部会④

安全登山講座「ﾊｲｷﾝｸﾞﾚｽｷｭｰ」

筆影山-竜王山(佐H)

蒜山縦走(令)

伯耆大山(広)

6 日
高岳-聖岳(広) 安蔵寺山(や) 阿佐山(佐H)
岩トレ29(佐V) 岳山(呉) 初級岩トレ⑮(令)

山行部会④

12 土

20 日
白木山縦走[上三田-鬼ヶ城](広) 臥龍山(や)
岩トレ31(佐V) 牛曳山-伊良谷山-毛無山(呉)

県連救助隊総会、交流会

ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ講座③冬山気象

安蔵寺山(佐H)

国東半島(広) 備中[県外クライミング4](佐V)

27 日

十方山周辺[山域研究6](佐V)

岩トレ36(佐V)

県連役員立候補受付開始

木の宗山[忘年山行](や)

初級岩トレ⑱(令)

福王寺山(や) 十方山周辺[山域研究5](佐V)

岩トレ30(佐V)

19 土

2022年11月～2022年12月 県連関係スケジュール表

（会員に限る）
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